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耐震性に優れた熱形成工法　EX工法
老朽管を更新する 優れた耐震性と施工性

日本下水道協会 Ⅰ類 JSWAS K-19規格品

１．はじめに

　2024年１月１日能登地方にて震度７の地震が発生

しました。地震が頻発する日本においてライフライン

の維持・強化の重要性が高まっています。

２．EX工法の概要と適用範囲

　EX工法とは、硬質

塩化ビニル樹脂製の

長尺管（EXパイプ）

を蒸気と熱風により

加熱軟化させ、マン

ホールより既設管内に連続的に引き込み、パイプ内の

蒸気圧を上げ、加熱・加圧することでパイプを拡径さ

せ既設管内面に密着させ新たな管路を形成する自立管、

熱形成工法です。

建　設
（土木・建築）

３．EX工法の特長

３．１　優れた品質と高い信頼性と実績

　長年の実績のある硬質塩化ビニル管と同等の品質。

下水道協会 Ⅰ類 K-19規格品です。

３．２　施工品質が優れている。

　施工に際して有機溶剤を含まず異臭がしません。曲

がり部や段差部にも密着、ほとんどシワが発生しません。

取付管の穿孔の仕上がりも良好です。

３．３　耐震性能を実証できている

　自立管の耐震性能は，一体構造管きょ（硬質塩化ビ

ニル管 接着接合管路）で評価しています。図に示す

実験装置で既設管継手部での耐震性を確認しています。

供試体は，外側の鋼管内部に更生管が施され両端を固

定されている構造になっています。ここに地震動によ

り発生が予想される抜出しや屈曲の変位を与え，内部

の水密性が確保できることを確認しています。

４．おわりに

　更生工法に対する要望が高まる中、災害時のライフ

ラインの維持強化も重要になります。耐震性を含め今

後も日々改良開発に取り組んでいく所存です。

EX工法の適用範囲

図　EX工法の既設管継手部試験装置のイメージ図

＊ 本管450～600・取付管100～125　２層構造管です。
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